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北海道に於ける凍裂の後生状況

助教授石 RI 茂雄
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言

院*時に樹幹内部の水分が凍り樹皮より村部に向って割Hを生やる現象， 印ち“iJIi裂"は

t仕界各地の寒地に於て判-通にみられる現象で，本邦に於ても北海道はヒめ東北地}j扶ぴに中部

llllii地帯に費生するものとして夙くから林業持IHIに知られている.凍裂の費生.には樹木の物珂.

的，生珂lfがJ諸問題が刷係して会り， とれが護生機構の解IIJlは科率的に興味あるところである.

と'.. ，1時にi.!li裂部分は一般tc11~だ L く不正常な形態をとるので. A本4材利!川IJq特5にヨ糸払

らむ凍i長i裂tは土i明リ列jらカか>tにζ一つの依勤と石イ紡.fIJ.さるぺきでで.あり， 加うるに凍裂の割11は“括的}自立JLびに持品

位入ω端緒ともなり作るので， との現象は森#撫一育対.び、に木村利J!1の)，:場からも十分研究さる

べきものと考えられる.然るに我闘に於てはとれに到する詳細な研究は未だfi~)れや. -)j欧

米諸闘の交献1)ーめには破裂に附するイj1，正な記事が尚"売されてはいるも ωの i来裂殻~t:の 1J;í 肉，

機構に闘するJlll論や，iJli裂の純情的β;義を秤Ilflするにはなゐ不十分な駄が少なくない.

~.ft符は阪に木村正~~~7)，低i昆科取引紙上に於て.iJIi裂の現場観察ω紡-巣を FR;骨し民に低j臣賞
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験室に於ける賞験結果を:加えて凍裂の護生機構に闘する考察を行ったが， とれらの黙に闘しで

はな会問題を残して必り更に研究を進めている. ととには，木村利TlU--明確なる~)~烈i とみなさ

るべき凍裂が北海道内の森林に如何なる朕況に於て護生しているかを主として統計的立場ーから

調査研究した結果を報汗する.

との研究は経始北大教授大津11:之博士の御指導の下に進められた. ととに深く感謝の意を

表わす弐第である.

調査方法

調夜した事項の第ーは北海道内の地域別，樹種別凍裂木出現頻度，第二はトドマツの凍裂

についての凍裂*と符殺との閥係，凍裂の尚さ，長さ註びにその他の形態的特徴でるる.

調夜t土号えの 41也匝の森林について行われた.

1.旭川林務署管内

2.北海道大早天瞳第一演習林

3.釧路管林署管内

4.農林省林業;欄k場野幌試験林

各地匝共，夫々トドマツを主林木とし且つ出来るだけ人工の加えられていないことを催件

に選定せられた教側の標準地について，胸高i立筏 10cm.以上の全立木に封する胸高直揮及び樹

高の毎木調布を行い， とれに並行して標準地内の凍裂本暑の分市AA況を調べ，叉個々の凍裂に

ついてはその樹幹上に位置する方位，地上高，長さ， frost ribの幅，凍裂の割nの幅笥;を調子正測

定した. との調査に先行或は並行して各地共若干の凍裂木或は凍裂類似の外観を呈する立木を

伐採し，凍裂を樹幹表面の形態から判定すべき資料を得た.との資料に基づき凍裂はすべて樹

幹表面に於ける形から判断した。凍裂たることの判定困難な場合は調夜外とした.地上高大な

るため識別困難な場合また/，1)綴で，地上10m以上の凍裂は typicalなものだけを調主主に含めた.

調査成績

1.調査地の概況

@旭川林務署蛍麻事業匝第 12林班及び第 14林班(第 11尚l参照)

i) 第 12林班い小班

西両傾斜地及び津(萩ノ津)沿いの平地.搾伐喬林作業がとられ昭和1初年弱度の搾伐が行わ

勢凍裂木とは樹幹上に凍裂のある立木凍裂の薮，形強，存在扶態の如何を関わない.
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第 1 圃(誌面)旭川地匝

れた.

A標準地発 斜面及び津沿い平地 100mx 100m 

B Q 西面約 150 の傾斜地 100mx 50m 

C Q 尾根筋 100m X 50m 

ii)第 14林班い小班

東面傾斜地.持伐喬林作業がとられ昭和初年搾伐が行われた・尾根から搾に至る幅50m.

水平距離460mの標準地(D標準地)を設定した.

持以後A林分と呼補するととあり.
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第 2 圃天瞳地匡

@北海道大串天盟第一誠帯林琴平事業匝第19林班及び第34林班(第21，司)

i)第 19林班い小班

南西両傾斜地.搾伐喬林作業.尾根から揮に五る幅50m，水平距離180mの標準地(A標

準地)を設定.

ii)第34林班ろ小班

北面及び市面傾斜地.搾伐喬林作業.東西に走る尾根を境として北方に 100m，市方に2仰

mのそれぞれ津に詰する幅50mの標準地 (B標準地)を設定.

8 帯蹟笹1+同釧路骨林寺号鎖l路経費匝 第 63林班(第3同)，第78林班

i)第 78林班い小班

南東而傾斜地.惇Lt;~問に面する防霧保安林.尾根から海岸に王る幅5O m，水平間::J離 120m

の標準地 (A標準地)を設定.
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第 3 圃 釧路地凪(一部)

ii)第 78林班い小班

南画面傾斜地及び平地.搾伐喬林作業.幅劫m，水平距離 1的 m の標準地 (B標準地)を設

定.

iii)第 63林班に小班

千地林. トドマツ純林.北方林縁から南}jに幅 50m，長さ 160mの標準地(C標準地)を設

定.

iv)第63林班ちIJ、班

南西約 5
G
のf頃斜地.t早から尾根に向い幅 50m，7K千距離 120mの標準地を設定.

8 農林省林主i試験場・~!Í'悦1試験1'，f; 第 1，f-!-班及び!XcH 1'-!-班.

i)第 1林洗

.11'-地林.:f'1¥f比両林作業ω 恥iらOm，長さ 140mの標準地(A標準地)を設定.
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ii) 第 9林班

平地林.揮伐喬林作業.幅 50m，長さ 220mの標準地 (B標準地)を設定.

2. 調査成績

2・1. 調査地の林分肱遇

各標準地持の樹種別，樫親別本数配分蹴況を第I表に示す. 表中，針葉樹康葉樹共に樫級

匝分は失の如くである.

小傑木

中樫木

大径木

胸高直傑 10-26cm 

// 2ト 44cm

// 46cm以上

111表 標準地の林分構造
Table 1. CoMP<粗TION01>"四E &'MPLE STANDS 

ω|ω|紹)1ω) 1ω|ω1 (η|ω) 1同|川 I(川|似)1側ド14)1附 1(16) 
針葉樹Conifers 農業樹 Broad-leaved 

針虜合計|針葉樹地
襟3国 面

trees 
日iameter 径級 Diameter 

・-同U 同

s 
径級c1asses 巴1a鎚es 本殻比率

~ T総ota数~I Abies 径木小品包言 径木中主者昌- 径大木田首量 計 T総ot数.al 径小木J』包~ 径木中4翌冨2一 径大木田色型 計 (4)十(10)I (4)/.け J
匝 積

(国) (本) (%) (%) (%) (%) (?の (本) (%) (% ) I (?の 1(%)1 (本) 1 (ぎL
旭川 A 92 65 33 2 100 136 40 51 9 100 300 55 
B 0.5 86 76 58 33 9 100 74 27 50 23 100 160 54 
C 0.5 I 89 98 42 43 16 100 102 42 32 25 100 191 47 
D 2.3 464 97 56 39 5 1∞ 396 43 38 20 100 860 54 

天盤 A 0.9 I 307 94 71 26 3 100 228 67 27 7 100 531> 57 
B 1.5 412 100 67 30 3 100 388 57 33 10 100 800 51 

釧路 A 0.8 I 224 96 35 59 6 100 ]6 69 31 。100 240 93 
B 0.6 222 86 39 41 19 100 128 80 18 ‘2・100 350 63 
C発 54 411 
D 。.6 I 208 I 83 49 44 8 100 101 63 30 7 100 309 67 

野幌 A 0.7 I 207 I 100 15 72 12 100 110 I 89 I 11 。100 317 65 
B持 U お3i 凶 388 

発此の雨探準地は調査の都合上，本表に摘記すべ〈完全な資料が得られなかった.

使級別本妻支配分からみれば旭川，天瞳地匝の標f存地は搾伐林型とみたし得る.釧路，回申見

では柏々異り，特に針葉樹のみについてみれば，鎖i路の C，A林分，野幌のA林分等はむしろ

一斉林型に接近する. トドマツ純林たる釧路A林分以外はすべて針葉樹60%内外の針蹟混交

林にして， トドマツが針葉樹の Jた部分を占めている. トドマツを主林木とする森林~選んだの

は特にトドマツの味裂に草野iを沿いたからである.

2.2.樹柏別凍裂木IH現頻度

各地匝毎の樹重別凍裂木出現紙況を第II表に示す.



節目表

Table II. 
凍裂水間現頻度

THE FREQUENCY 01' INJURED TREE 

、
¥ 

様準地 l 

S州~I

第 II表・ 1 旭川 Distri巴t:Asahikawa 

第 14林嵯第 林 吸

D 

後1 P. Glehni MAST. を含む. 制 A. pictum THU!-m.， A. palmatum THUNB.及び A.japonicum TnUNB・を含む.
制 Al側 8hir8utαTURCZ. を主とす. 制 P.. Sargentii REHD. を主とし P.~ゐiori FR. ScnM. を含む.
制 U. lo.c仇伽tαMAYR を含む. 制 ( )を附せるは本殿タ〈百分率の意味1:きもの. 検7 A.8αchαlinen8I8 Fn. ScUM. を含む.

12 

(
8
3
 



節目表・2 天堕 District: Teshio 

B 
A 

;ft 面 (N) 南 面 (8) 計 Total 

都l査木 凍裂木

調TEFbr(v本t査eeee}木目de色 穣袈木
Injured trees Trees I Injured trees Trees I Injured trees 

一川(本mb)er|| ~本te)d Nu(本mb)er|l |(94) -V8sti-Nu(m本b)gr|! 
investi・Number:

ga(本~1 1.' ~;)，~l (%) ~本~f 1.' '(;)'''1 (%J ga(本te)d (本i1(%) 
Abie8侍 287 30 10 159 26 16 252 24 10 411 50 12 

'iりeα 1 1 

2axU8 20 

Acer 70 2 (3) 36 85 2 (2) 121 2 (2) 

Alnu8 4 6 2 8 

BetulαErmαni 4 20 2 (10) 49 69 2 (3) 

" Mαximow似宙開α 2 1 1 

CornU8 2 

F干仏τinU8 2 1 1 

Kalopan仰 15 5 2 7 

Mαgnoli-α 24 2 12 1 (8) 14 1 (7) 

M icromele8 alnifolia 1 2 2 

Phellodendron 1 1 s 4 

丹問問 27 1 (4) 3 8 11 

QuercU8 18 1 (6) 8 26 84 

SorbU8 4 

271伽 50 32 76 108 

UlmU8 4 8 8 

l日h 計 Total 535 34 5 283 28 10 517 27 8 55 7 

骨本表以下原則として樹種名は属名のみとす.

(
帥
】
F
e
)
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District: Kushiro 、子一¥蜘蜘蜘一n 準地 A B C D stand | 

調査木 凍裂木 調査木 凍裂木 調査木 凍裂木 調査木 凍裂木
tree 巾ー Injured tre巴s m- Injured trees FF-aa Injured trees T Injured trees 
.uees I I Trees I -- I Trees I I Trees 

樹種 ~':"~~ti-I"'L...' ! in-:es，ti-Iu I inve~ti-I.. I inves.ti-
Sp;ies ~ I gated iNumberl j gated INumberi I gated INumberl I gated INumber \\(本)|悼:;~l 同悼}嗣|同 1 凶|(本~erl 同体}|同|同)
Ab的 216I 27 13 191 I 31 16 拙 I 18 I 5 I 172 I 21 I 14 

P伽α8I 23 I I 6 
2'aXU8 8 I 9 I 30 

Acer 3 I 39 1 I (3) I 4 I 51 I 2 I 4 

AlnU8 10 I 18 I 4 I 3 I 1 I (33) 

Betula Ermαni 1 I 37 4 I 4 I 1 I (25) 

" M仮r;imowicz似na 1 I 10 

Cercidiphyllum 6 

F1・αxinU8 4 I 1 I 5 

.fuglans Si6bold似ηαMAXIM. I 1 

Kalopa'(tax 1 4 I 1 I (25) I 3 

Mα仰 olぬ 7

Phell叫 ndron 6 1 I 3 

PγunU8 6 9 I 16 I 2 (13} 

QuerCU8 2 I 13 I 1 (8) 2 I 1 1 I 1 

Sali.'"C 2 

&~u 1 

2ili，α 7  I 8 

Ulmu8 1 I 1 

合計 Tota1 24027 11 350 33 9 I 4112o 5 30929 9 

路銀11第 II表・3
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第1I表・4 野幌 District: Nopporo 

、¥¥ 根準地

\\\\-~唖l竺t;nd .8. .tS 

MアアLl事ltl事147
Abies 

宝1:L'l:u8

Acer 

Al叫U8

Betula ErmαM 

Maxi倒的nicziαna
Cercidiphyllum 

Cornu8 

Castαneαc1'，叩 αtaS. j';T Z. 

肝 αxinus

K仰 p側側

Mαgnolia 

Micromele8 

Ostryα 

Prun陶

Querc制

品'J!i:.句

Sorbu8 

'l'i1ia 

Ulmu8 

合計 Total

207 I 12 262 I 20 6 8 

1 

3 14 

4 

o
a
 

唱

A

O
U
'
i

，A
w

j

句。"。
a宝

o
a
q
o
w
d
K
O

冒

i
o
U
0
4
0
0

白

u

w

a

噌Ea

噌・A

唱・A

育
園
A

・E且"。

e
o
q
O

唱

i

白

u
n
w
u

凸

U
w
d
a
o
k
u
o
a

--a'・A

唱
E
i

1 (10) 

(5) 

6 4 

杢般的にみて凍裂はも，j:木調革にあらbれたた部分の樹種に護生するが，針葉樹では Abies，

蹟葉樹では Acer，Betula， Quercm友どに多く，叉 Ostrya，Fraxinus， Ulmusなel'C.も比較的に多い.

Piceaは， J二掲データとととに表われていない多くの]象備調査の結果を併せ考えるに凍裂の害を

受けるとと極めて少なく殆ど問題とするに足ら主主い. 凍裂の最も多い Abiesについて調査本封

凍裂木の比率左地域別にみると，調査同地匿の中最も低温にして且つ多雲の旭川地匝森林では

金平均で20%以上に及び，就中 C林分では 30%にも及んだ.叉低温にして風強く且つ雲の少

たい釧路地匝では 12%， 多雪の天盤地l盛は 11%，野帆-は最も少なく 7%で、あった・ 又調査し

たトドマツ穂、ての合m到に於ける比率は 159ぢであった.康葉樹のlJIt裂は旭川，釧路地極に比較
的多かった.

長合併とはま也i託，標準地の別を金〈考慮せず，金訣直木を-t舌取扱った殿1直.
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2・3.樹幹上に於ける凍裂の方位

樹幹上に於ける凍裂の方位は失去の如くでるる.但しととではトドマツの凍裂のみを扱ち

ととにした.

第 III表 樹幹上に於ける凍裂の方位
Table III. Bb:AJUN倒 OFTHE FROST CRAは ONT邸JNK (Abies) 

方位
North South East West 計 TotalB回ring宮

一一一
裂

婁主 重責 費主 鍛 駿Frost crack 

止官、h¥官(個)
比率 Num- 比重事 Num- 比率 Num- 比率 Num- 比至極
ber ber ber ber 

(%) t個) (~の (個) (%) {個) (%) (倒) (%) 

旭川 A 4 20 5 20 7 28 8 32 25 1伺
B 5 20 6 30 2 10 8 40 20 100 
C 8 16 14 28 12 24 15 31 49 100 
計 17 18 25 27 21 22 31 33 94 100 

D 29 20 38 27 50 35 26 19 143 100 

天睡 A 11 25 12 27 11 25 10 23 44 1創)

B B ((南北)) 10 26 14 37 6 16 8 21 38 100 
7 23 8 26 9 29 7 2'3 31 100 

B 計 17 25 22 32 15 22 15 22 69 100 

釧路 A 11 35 9 29 9 29 2 6 31 1似}
B 13 34 7 18 7 18 11 29 38 100 
C 2 10 6 29 8 38 5 24 21 100 
D 8 28 8 28 9 31 4 14 29 100 

野幌 A 6 38 ‘2 ]3 4 21') 4 25 16 100 
B 3 13 10 43 6 26 4 17 23 100 

;一一… 1117 1 2司可可可引瓦2 1 22 1 側 I~
全般的に方位差顕著なる場合多きも，林地の傾斜，日射方向等と関連した草純な一般的傾

向を認めるととが出来主主い.例えば旭川の A，B，C，休分は概ね西面傾斜地に位置して凍裂が樹

幹の西側に多く， 東両傾斜地の D林分では束乃至南側に多いととから凍裂方位と林地の傾斜

方位との闘連が二ltえられるが，然し，市両|白i約 150 の傾斜地たる天臨A林分にはJj位主殆どな

く，同 B林分からも旭川の女fIき閥係は抽出されない.銀Illlo告の A，B林分は共に蹴ね市東の斜面

に位置するが仰れも樹幹の北側に最も多く凍裂が護生している.釧路のC，野幌の A，B *.f;分は

何れも千地林であり n.つ fj付:ヂç~顕著なるも〉とった傾向がない.地域主，地形の相異た E を考慮

外とした合f)[:に於ては京，市側の比卒.が和々尚いとはすえその.JjflI:主は慌少である.

金調子u也を通じて，一樹幹上敷1Filの1Jt~裂がある場合，相隣接する}jfな，或は相封向する B

f立に位置するととが少なくなかった. 破裂護生の主閃は樹幹内異常水分(wetwood巾の水分の

如き)の凍結による内断であるとする筆者の二}S-えは岐に報丹めしたととろであるが，此の翻阜Iiよ
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りすれば，一般論として，凍裂の方位決定の也接の動機を主主すものは凍裂費生に封する樹幹の

内部的諸保件であって， J9i.t向，日射，土地の傾斜などはむしろ助長的な作用を主主すものと考う

べきであろう.従って， J二尚凍裂のJ.7t立に闘する資料は今後~に凍裂設生の原凶，機構に闘す

る|問題と併せ検討するととにより系統的な説明が得られるものと考える.

2.4. トドマツの凍裂

北海道産主要樹種のーたるトドマツは最も多く凍裂の童生する樹種である.以下トドマツ

の凍裂について詳論する.

2.4・1. 侭級と凍裂木

第 IV 表に各地のトドマツ調子玉木と OR裂木の胸高tllt~別度童文分布を示す.
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Teshio District: 揺天第 IV表・2
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凍裂木
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各符級毎の凍裂木の比率を第IV去・5の合併についてみるに小便木で、は 10%.中筏木20%.

地域的には中大径木の多いlbi1見A林分の中大径凍裂木の比率大千草木では 30%を越えている.

が著しく小さく，叉釧路の A.DU5tの大使凍裂木の比率も小さかった・一般的に直径階が高

くなるにつれて凍裂木の比率著しく大となるも，斯かる大也筏の立木には凍裂の痕跡のみを有

旭川地匝で、は各林分共胸高直純10-14cmの凍裂木が多く約 20%の比するものが多かった.

とれらは大部分高齢の被墜木で枯死に近いものが多かった.豆容を示した.

凍裂の長さ2.4.2. 

地上高 12m以下の凍裂(上端が地上 12m以下にある凍裂)についてるの長さの度数分布を

第V去に示す. "主主旨第4肘iに合併せる結果を示す.

反tNに小N~*の多い天堕釧路雨地匝にみられ，一般に長い凍裂は大経長大木の多い旭川，

凍裂は小は 30cmfまからえは 10m'p長きに迂ーするものまであ地匝には短い凍裂が多かった.

0.5-3.0mの聞に大部分の凍裂が合まれた.ったが全般的Kは1m前後の長さのもの多く，

凍裂の高さ2.4・3.

凍裂は地表面白土から樹冠部にまで建する聞の樹幹に費生するが地上敷m以下に集中する

統計的に，樹幹の如何なる高さの部分に凍裂が多いかを凍裂の測定結果について傾向がある.
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(~の

m 
0.0ー 0.5 1 1 2 1 1 6 1 

0.5 - 1.0 11 20 7 17 7 4 7 5 -2... 2 86 17 
1.0 - 1.5 18 39 18 16 12 10 6 6 3 9 137 27 
1.5 - 2.0 12 3() 8 11 4 7 2 1 3 3 81 16 

2.0 - 2.5 22普 24 4 14 4 3 1 5 2 5 84 17 

2.5 - 3.0 9 15 2 8 1 2 2 1 40 8 

3.0 - 3.5 7 8 1 2 2 2 2 1 25 5 

3.5 - 4.0 4 1 1 1 4 1 2 1 15 3 

4.0 - 4.5 1 1 1 2 1 6 1 

4.5 - 5.0 3 1 2 1 7 1 
5.0 - 5.5 1 1 

5.5 - 6.0 3 1 2 1 1 8 2 

6.0 - 6.5 3 1 4 1 

6.5 - 7.0 2 2 4 1 

7.0 - 7.5 1 1 

7.5 - 8.0 

8.0 - 8.5 2 ‘2 
8.5 - 9.0 1 1 
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第 4 圃 凍裂の長さの度鍛分布

6 7 8 

Fig. 4. Frequency polygon of the length of f町泊tcrack'l. 
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ヨたの如く考えてみる.例えば，種々なる下端地上高及びJ-J品地上高を持つ5個の凍裂A，B， C， 

D， Eを第5岡の虫rIく主主べてみる. 左端が地上自iを去わす)-!.度， 0印はiJ.1i裂の下端 x印は上

端を表わす・ gpち，例えば凍裂Aは樹幹の地上0.5mか

3 

d 刊

3 

9

・

1

地

上

高

m 
A B C n E 

ら2.5mのIHHζ位置しているととを示す.同から判る如

く地上1mの前iさには A，D， E31J1.1の凍裂が存在し，地

上 2mの高さにはA，D2俳iの凍裂が存在L， 3mの高

さには存在しない.高さ 1mの位置に存在する凍裂の教

は1m以下に下町iiをもっ凍裂4佃と，上端をもっ凍裂 1

伽iとの柔から (3)と興えられる. 同様に 2mの高さでは

(5 - 3 = 2)佃によって興えられる.一般に任意の高さの

第 5 聞

凍裂の締、主主から上端をもっ凍裂の総裁を差ヲ|いた値によって興えられる. 第 VI表の数値は調

位置に存在する凍裂の敷は，その高さ以下に下端をもっ

査した凍裂をとのようにして整理したものである.

第 2欄の蛍該地上高に於ける下端遮力n童文とは，その地上高以下に下部;をもっ凍裂の器、童文，

第 3欄は同桟上端をもっ破裂の線数である.第4欄は官該地上高に存在する凍裂敢，第5欄は

それの全凍裂教に封する比率でibる.

との比率を合併について計算し闘示し

たのが第6闘である.今，金凍裂の約

3割以上が111現する地上高の範闘をみ

るに，標準地により柏々差異あるも，

概ね，旭川地匝では 1.0-3.0m，天臨

地匝 1.0-2.5m，釧路地匝0.5-3.5m，

釘帳i也匝1.0-2.0m，合併に於て 1.0-

3.0mである. fWちとれらの裁がiから，

樹幹が主主も多く凍裂の被害を蒙るのは

地上 1m附近から 3m附近にわたる

間であるととがわかる.

40 

比

却

率

司i

m 2 4 6 8 
地上高

】o 12 

第 6 副 凍裂の高さ

トドマツの wctwoodをその凍裂護生の主要閃子とすれば凍裂の高さは wctwoodの高さに

関係する. TORSTEN LAGERHERG9)はSwcdcn庄針葉樹の wctwoodに閲する研究の結果， wct-

woodは地上種々なる高さに護生するものとし，樹幹rの上方にあるものを branch-bornwctwood， 
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第 VI表・2 天 種

…l l 十時
B

O

v

o

 

-

-

z
s
o
u
o
a
 

0

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

8

0

5

0

5

 

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

9

9

0

0

1

1

 

・1

・1
司

i

・ι

8

M
山

部

M

帥
U

H

世

目

別

釘

同

問

団

団

倒

的

悦

倒

的

釘

ω

L一一一「
44 

(~の

16 盟

34 49 

30 43 

2o 36 

19 m 

13 19 

8 12 

8 12 

Z 10 

9 13 

9 13 

7 ]0 

3 4 

3 4 

7 10 

7 10 

4 6 

4 6 

2 3 

2 3 

。 。

69 



第 VI 署長・3 銀IJ 賂

)

端

慣

の
h

a

h

引

(

下

動
一
地
一
裂
¥
一

n

準
一
凍
¥
¥
一

n

。
一
粟
一

¥

5
一
b

n』

5

S

5

A

M

5

β

5

0

5

0

5

S

5

D

5

S

5

0

5

0

5

J
U
?
¥
地
上
選
一

0

1

1

2

2

3

3

4

4

5

5

6

6

7

7

8

8

9

9

m

日

日

日

qu 

J

，
，
A、

5

5

1

0

1

7

5

5

5

5

3

3

3

3

0

0

1

1

0

u

一

1

1

1

1

1

。“

|
|
一

A
T
I
l
l
-
-
l
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-
i
l
l
l

一
向
両
晶
弘
一

一

オ

-M

一

4

3

5

0

2

2

3

3

6

5

7

7

0

0

0

0

1

伶

一

力

一

4

1

1

1

2

2

2

2

2

劉

2

2

2

3

3

3

3

3

一

上

遜

一

'
b
Q
U
T
-
-
9
d
n
o
w
s
w
d
w
d
Q
V
Q
U
Q
U
Q
u
n
u
o
v
O
V
A
v
-ム
噌

A
T
L

1
4
1
4
0“
。
“
の
れ
M
Q
M
O
μ
o
h
M
O“
ohMOμ

の“

q
υ
q
u
o
u
q
υ

。d
q
u
Q
U

竺型J 31 

I (5) I (6) I 

4時
&
P
O
F
B
a
u
-
-
H
O
F
a
a
υ
R
υ
R
u
n
υ
W
4
"
d
Q
U
Q
U
Q
U

一
守
』
の
a
a町
命

的

G

のれ制。
υ
q
u
q
υ
q
u
q
υ
Q
υ
Q
U
のo
n
o
q
υ

。。。
υ

j
一
裂
般
の
一

8

8

5

2

5

3

6

6

6

6

0

0

0

0

0

0

3

3

0

4
凍
総
け
一

4

4

3

3

3

2

1

1

1

1

1

1

下端
遁加数

山
|
l
j
C
一

)
一
一
端
般

-
i
i
a
'

、J
一一

'
a
-
P
5
0
0
n
u
o
u
n
u
u
A
V
A
V
O
U
A
V
O
w
u
n
u
n
u
u
Aり

A
V
'
i
'
i
唱

A

U
-
-

加

一

1

u

u

t

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

(

一

一

下

遜

一

)
一
一
)
一
裂
鮫

η一
4

1

5

2

宣

5

7

2

1

1

1

1

8

8

5

5

0

2
一

ω一
凍
総
'

M

4

3

6

5

4

4

4

4

3

2

2

1

1

一
一

w

d

-

、J
一一

r
六

一

3

3

1

6

6

7

8

2

8

8

4

4

3

3

2

2

0

約

一

一

ト

一

1

2

2

1

1

1

1

1

一
-
A
O

I
l
-
-
B
「
l
i
l
-
-
-

)

端

雌

伺

υ

・加
上
遁

1

4

9

2

4

7

3

8

8

2

2

4

4

6

6

8

 

'
i
'
i
τ
A
O
μ
M
0
4
0
h
a
白

A
u
q
o
q
u
qり
の

OQυ

。。

38 

め
一
裂
般
の
一

2

7

2

2

3

9

U

9

9

9

0

0

0

0

5

5

5

5

0

0
一
凍
総
MU↑

5

6

5

5

3

2

1

1

1

1

1

1

1

1

一
〔AV 

端
厳品川M

上
遁

1
i
s生
噌

i
'
a
w
d
a
o
s
a
z
s
t
d後

d晶z
o
a
o
a
A
V
A
U
'
i
可

i
y
A
噌

A
A
U

噌

』

噌

A
'
i
-
i

噌
ム

"
4
0
0
0
h
M
の

リ

た

り

に

υ
F
O
F
h
u
"
4
円

4
n
w
u
n
v
n
v
n
U
A
U
A
U
胃

i

可

ふ

可

A
，，s
y』
噌

A
唱

A
マ
A
可

A
Y
A
可

A
噌

A
τ
A
の
八
剖
の
“
“

oa

21 

竹
一
一
め
一
裂
鮫
川
町
一

2

6

2

8

5

8

8

8

4

8

8

4

7

7

4

0

7

7

0

0

0

7

0

い
一
一
行
一
凍
総
u

-

5

6

6

4

4

3

8

3

3

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

一一

'
O

一

6

一

一

-

一

5

9

8

4

3

1

1

1

0

8

8

7

5

5

4

3

2

2

3

3

3

2

0

は

一

一

ト

一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一一

a
佳

一

i
l
一D
l
kド
i
l
!
一l
t

i

1

1

1

1

1

-

-

-

)

一

一

端

鍛

一

5

一

一

旧

一

3

5

9

0

2

3

4

6

8

8

9

1

1

3

4

5

5

6

6

6

7

9

一
}
品
川
川
一

'
i
y
i
噌

A
Y
a
&
Yム

'
i
'
A
'
i
o“
の
a
o
a
の4
0
a
o
h
M
のhaoμ

のaohM
のhM

(

一

一

上

遜

一

的

一

一

端

撒

一

5

2

3

3

3

3

4

5

8

6

伊

6

6

6

7

7

7

7

9

9

9

9

9

21
一

一

品

刈

一

τ
i
o“
の
4
0
2
のM
の
“
。
“
の
“
。
“
。
“
。
“
の
hM
のa
o
a
の必の
aoμ

の“

4hHA"“
。
huoa
のhM

(

一

一

下

遜

一

(

鶴

岡

)
29 



(322) 

酢

O

A

U

に
u

-

-

-

A
U

唱

t

-

A

2.0 

2.5 

3.0 

3.5 

4.0 

4.5 

5.0 

5.5 

6.0 

5

0

8

0

5

 

a

o

w

d

W

4

0

0

Q

口

9.0 

9.5 

10.0 

10.5 

11.0 

11.5 

凍裂総穀

Q

O

O
リ

A

U

A

り

・1

・A
唱

1

白
リ

9

0

9

0

0

0

9

d

9

0

9

0

・E
a
-
-
a
-
E
a
-
-・8

・・・
8

噌E
A
-
-
A

w

臼

R

0

9

0

0

u

a

o

唱・
a
-
E
a

唱・
4

噌・
a
-
z
A

3 

w

d

w

d

凸

w
u
'
i

・A
・1

・1

11 

官

A

唱

i

o

o

唱・
A

唱EA

唱・
4

9

0

4
笹

必

品

Z

--a

噌・
A
'
E
-
a

16 

1 

4 

6 

3 白

v

s

ι

1

0

0

P

O

A

W

U

O

訪

市
且

a
&
Z
9
一
o

u

-

-

可
』

Q

o

a

&

z

a

o

n

o

n

o

n

o

 

・
1

・
i

・

且

噌

i

唱
A

16 

a

o

"

d

w

d

W

4

w

d

 

t
i

曾

ι

t

i

-

-

噌

I

20 

20 

21 

21 

。 21 

11 

o

u

'

O

P

0

 

・A-
1

-

E

15 

15 

F

D

n

o

a

o

o

δ

。。

--a
・・
A

・E
且

噌

'
A

噌E
・4

19 

20 

20 

20 

00  ...... 

22 

‘'‘' ...... 

23 

'

i

a
笠

w
d

Q

u

q

o

o

a

 

'

且

・

i

9 

5

7

2

9

2

7

4

4

9

 

3

8

5

3

2

1

 

w

d

a
リ

a
宝

O

O

Q

d

a

笠 25 

21 

22 

‘3・3
"""' 
23 

23 

23 

8 

4 

1 

1 

‘1・... 

‘1・4凶 9 

‘1・
“ 

13 

o

a

t

-

a

笠

o

u

a
笠

"

a

O

S

9

0

0

J

U

-

-

A

'・・4

2 13 

o 
M 

3 

ohM

唱

i

噌

i

a宝

a
告

白

U

A

U

d

晶

B

a

せ

の

り

o 
u q

O

9

0

9

0

Q

d

q

d

q

d

9

0

 

噌，
a

T

E

A

-

E

a

'

E

S

T
・A

唱司
-a

唱・
A

‘' ... 
。
1 

1 

0 

16 

‘1・
“ 

2 

‘' d凶
o

a

o

u

 

‘' “ 。



¥ 凍石川¥"'"裂
¥ |下内|目端|門川、 I (4) ¥ I ~ $，r.j I J二属 1¥ι}-¥;)}I ¥'</ 

地 ¥ (遁加薮|遜加数器
止二 ¥ 
高 ¥ ICJb) 

0.5In I 132 I 132 I 26 
1.0 I 279 I 13 I 266 I 52 

1.5 I 324 I 58 I 266 I 52 

2.0 I 349 I 121 I 228 I 45 

下方にあるものを rootwetwoodと稿じ 後

者。高さは概ね胸尚以下であると述べている.

トドマツについても略々類似の~jf.賓がみられ

るが， root wetwoodの上方限界， branch-born 

¥vetwoodの下方限界がな沿明確にされていな

い.今， TuIミSTENLAGERBERG氏の所論に筆

者の親察結果を加味して，地上 1.5m以下に

上島;iを有するものを-fff1(すべて rootwetwood 

に闘する凍裂とし 1.5m以上1<:下端を有す

るものを branch-bornwetwoodに関連する凍

裂とすれば，合併に於て，前者の凍裂線、敢に

封ずる比率は 11%，後者の比率は 36%と友

る. 残像 53%は地上高 1.5mの上下にわた

って護生する凍裂である.一般に地上尚童文m

以上に護生する凍裂には，樹幹のご叉部分，

心折れ，老朽せる太校などに闘係するもの多

く， とれらはr~'~l'l branch-born wetwood 1<:基

づく凍裂であるととが明白である.O(越の如

く， 地上It1i概ね 10m以上t乙わたる1M裂は
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北海道に於ては主要針葉樹のーたるトドマツを始め多くの有則樹種にみ/{裂が設生するが，

就中トドマツでは 10-20%のな本がその守を受けている. エゾマツの凍裂は極めて陪にしか

みられない.民葉樹も)J'c!!むに味裂ーのVfを受けるが，との誹j千kで、は一般にその頻度がトドマツに

比べて小さかサた.樹'~~U'. I'L於ける {~t梨護生の };jなと地形， .I!tru]，斜面Jjf.i:̂$ーとの闘係につい

ては明確な傾向をつかむととが出ういなかったが，な;t;，凍裂護生の応Uk[，機柚ーとも除j連させて

研究する必要がある. トドマツは地上 1-3m附近の樹幹部が一番多く'!R裂に沿かされる. と
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のととは凍裂幹材部の不正常形態とも考え併せて，最も利用度の高い材部が凍裂によってその

憤値を減じているととを示すもので、ある.凍裂の長さは 1m前後の場合が最も多かった.
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Summary 

Frost cracks are common defects which occur on standing timber in cold regions; they often 

appear on many forest trees in our country. 

Study was made for the occurrence of the frost crack on forest trees in Hokkaido. For the 

first step of this study 12 stands were selected in four districts; Asahikawa， Teshio， Kushiro 
and Nopporo・ Everytree measurements of thcse stands were kept of aIl trees over 10 cm breast 

height diameter. Further， on injured trees the foIlowing measurements were made: the com-

pass bcaring， converted to azimuth， of radius through frost crack; the height above ground to 

the base and to the top of the injury; the maximum width of the frost rib; and width of the 

crack. In addition， descriptive notes were taken on the form of trunk and crown， position of 
all trees measured ill the stand， and topography of the site. 
Following results were obtained from this study. 

1) AIl of the investigated stands were mixed forest of above 50 per cent Abies and broad-

leaved trees (T ABLE 1). 

2) A total of about 500 frost cracks were measured in all species (COMPUTATIVE T AHLE). 

3) The occurrence of frost crack was found most frequelltly on the trees of Abies. Fifteen 

percent of aIl Abies trees examined were found to have been injured (T ABLE II). 

4) The base of frost crack may begin from the ground line up to 10 m from the ground 

and its top reaches to height of 0.5 m to 13 m. The part of trunk between 1.0 and 2.5 m is 

most frequently injured by frost crack. The length of frost cracks varies about 0.5 to 10 m， its 
average value is 1 m in grand total (TABLE V， TABLE VI). 



測定成績

註.測定成績表中，凍裂の形態に闘する記競の意味は次の如〈である.

(A): 凍裂の下端地上高伽1)

(B): 凍裂の長さ (m)

(C) : “Frost rib"の縞 (cm)

(D):凍裂の割目の幅

1 1-5 mm  
J[ 6 - 10 mm  

m: 11-20mm 
皿 21-30 mm  
V 3Omm 以上

E): 凍裂の新しさ

〈認め

N 読直したそに初めて凍裂したもの及びタな〈とも 1牟以上を経た凍裂で前

年夏首berwallenせるもそのそに新組織の割裂せるもの.
A 割目部分に前年生育期の新生組織が認められぬ凍袈.
U 完全に包.berwallenし，冬期にも裂闘しな〈なった凍裂.

(F): 樹幹 tに於ける凍裂の方位

(G): 凍裂の形

L “Fr<渇trib"をなすもの
F “Frost rib"をなさないもの
T 著し〈凹んで溝紋をなすもの

COMPUTATIVE TABLE 

Note 
Column (A) : Height above ground to the base of frost位 ack.(m) 
" (B): Lengぬ offrost crack. (m) 
( C ) : Maximum width of fr03t rib. (cm) 

(D): Maximum wid'th of crack. 
1 1-5mm 
K 6 - 10 mm 
m: 11-20mm 
皿 21-30mm
V above加 mm

The initials in Column (E) stand forぜlefollowing entries. 
N Fresl】crack.
A Old crack. 

U Perfectly healed crack. 
(F): Bearings of frost crack on trunk. 

(G): Form of frω，t crack. 
L Frαlt-ribbed. 
F Flat. 
T Deprωsed. 
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E草Zo 

7裂k#3 
樹 種

君番主苦.ド見ロ吋
Species 

1 Ab蜘 May吻側制

2 " 
3 " 
4 " 
5 " 

6 " 

7 " 
8 " 
9 " 

10 " 
11 " 
12 " 

13 " 

14 " 

lo " 

16 Betula E門冗αM

17 Mαgnoliαob仰 αtα
18 ヨ宮1似 jap01協 α

19 QuercU8 cri旨pula

旭川 A標準地
District: Asahikawa 
出mplestand: A 

胸高樹 凍裂 Frostcrack 

直径高 備 考

J自~1!岡山i Remarks 

km)l(叫 (m)山 m)

40 3.7 5 S IF|柏、端折損，三叉木
2.7 6.3 4 IIN EIF 

36 20 ! 1.0 2.0 5 1 I N EIL 

44 23 13 3 (3)町 (1) N I F 116mより分岐

30 20 1.0 2.5 邑 。U N L 
20 16 0.7 2.0 3 E N S F 

3.5 2.0 5 E N w L 
40 22 0.5 2.0 3 A E F 樹勢著し〈表う

0.5 1.5 3 A w F 
10 10 4.0 2.0 7 E A N L 凍裂の附涯に枯枝多し

10 8 0.5 3.5 3 E F 

20 lo 2.0 2.0 2 1 I N E F 
0.5 1.5 4 1 ! N w L 

16 14 0.7 o.o 1 N E F 

10 11 1.0 1.3 5 N w L 被摩木
説} 1o 1.0 o.o 7 N w L 

1.5 3.0 10 。U S F 此の凍裂の直上に孔あり
11 2 (o) 。U w F 此の凍裂の直上よりニ叉となる

14 14 0.7 0.8 2 N N F 強制なる枝多し
1.0 2.0 4 N S L 
!t5 6.o 4 。U E L 

20 13 o.o 5.5 6 V A w L 
6.0 1.0 4 。U N F 
7.0 3.0 6 E A w L 

52 21 o.o 3.0 3 
E E E 
N w F 

o.o 6.o 8 N S F 
l.o 6.0 2 N N F 

35 18 0.5 1.0 7 E N N L 

10 10 2.0 o.o 4 N S L 凍裂の上部に腐朽部あり

15 13 0.6 0.9 5 1 1 N w L 
70 lo 0.7 0.8 7 o I U w L 

養1( )を附せるは測定精度稀有低きもの. 制 A.8αchaline糊ぬを含むものとす.
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DistrIct : Asahikawa 
Sample stand: B 

凍Z。 胸高 樹 凍 裂 Frost crack 

裂木1g 2 
樹 種

H主径 :苛r 備 考

番競苦.ドえロ・4
S伊巴i回

| 」叩型)I (型} 旬1)1(，咽〉
Remarks 

1 Abies Mα.yr勿側 12 8 1.0 1.0 2 N N L 被盤木
2.0 1.0 3 N w L 

2 " 56 23 0.7 1.6 3E  I A N F 
10 3 (5) : (10: (A) w F 10m以上に太き枯枝多し

3 " 26 14 2.5 0.7 3 。U E F 
4 " 10 8 2.0 1.5 2 E N N F 

8 " 36 16 0.5 0.4 3 E N w F 
6 " 42 24 0.5 1.0 7 N S L 

0.5 1.3 3 I N E F 

7 " 16 31 0.5 0.5 7 。U S F 
1.5 0.5 4 。U S L 
1.5 2.0 邑 。U w L 

8 " 32 16 1.0 2.0 9 A w F 
9 " 26 14 0.3 0.7 3 E N w L 

1.1 2.1 4 E N w L 典芸量的な Fr03trib 
1.3 0.5 3 。U w F 
0.9 2.1 7 。U S L 
0.3 0.7 5 。U S F 

10 " 22 11 2.5 3.0 3 I N S F 

11 " 12 10 0.3 1.7 3 N N L 

12 Ostr仰がpo鈍仰 4o 18 0.7 1.0 4 N N L 

13 間仰が.po旬ica 40 17 0.8 0.5 8 E AiS  L 

14 Acerp化tum 10 11 0.4 1.1 3 .1 N w F 
15 I Q制 rc制 crispula; 15 10 0.5 0.5 3 E N w L 

B標準地111 旭

District : Asahikawa 
s:ample s匂ndcC標準地

胸高

直径
払4

し怠ITree 1 (A) 
.E5.智i加ight
Os..c1 
(cm) I (m) 

JI¥ 旭

Frost crack 裂凍樹

E画g 考

Remarks 

備種

Species 

樹
-ozsa
宮
』
ロ
吉
岡

凍

裂

木

番

披

fJl!:の樹幹には列、に約 10
i個の小凍裂あり
F 

F
F
F
L
F
L
L
 

w 

W
E
S
S
E
E
E
 

N 

N
N
A
N
N
N
A
 

E 

I
I
E
W
E
E
E
 

3 

。o
q
d

句。

o
o
o
u
w
d
a
o

3.0 

1.5 
2.0 

2.5 

1.8 
0.5 
2.5 

1.7 

0.5 
1.0 

0.5 

0.3 
2.0 
0.5 

0.3 

0.5 21 

16 

19 

14 

84 

48 

60 

30 

Abies Mayr旬πα

" 

" 

1 

3 

4 

2 

強制な枝多し

13 16 " 8 
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胸高 樹 凍 裂 Frost crack 

裂+gJ 
樹 種

直径 1.目Erg 
備 考

主務事旦 Spe巴ies
isiEMt)M山山 品山川山)!(D、}!(E町、)!(山T."1¥11間m 

Remarks 

I~叫 (m) I (m) I (m) !(cm)] 
6 Ab帥 Mayriana 14 15 2.0 1.5 4 E N N L 

7 " 30 19 0.3 2.8 3 N S L 
0.5 1.5 6 。U N F 

8 " 46 17 0.7 3.3 6 E N w F 

9 " 10 10 0.9 2.6 8 E N S L 

10 " 32 16 0.5 1.0 4 N S L 典型的な Fratrib 
1.0 1.5 8 。U w L 
0.3 1.4 8 N E L 

11 " 34 18 0.5 2.3 3 N S F 

12 " 20 13 1.5 1.0 8 。A w F 
13 " 32 14 3.5 4.5 3 E N S F 検部折損，枯枝多し

14 " 12 8 0.5 1.0 3 E N S F 

15 " 30 16 7.0 1.0 3 E N N F 
J6-10mにわたり太き枯
枝多し

6.0 3.0 4 
E E 
N S F 

8.0 2.0 3 N E F 

16 " 56 14 1.0 0.5 百 N S F 
0.5 3.0 3 N w L 

17 " 12 10 7.0 1.0 6 E N E L 

18 " 28 12 0.5 1.0 8 N E L ニ叉木

19 " 22 15 10 ‘2 ({35})|((EE) ) 
(N) N F 

10 1 (N) E F 

20 " 28 16 0.7 1.8 2 i U: N w F 
21 " 26 14 10 ‘2 (2) ( !) (A) S w 
22 " 10 10 1.0 2.0 6 E N w L !2-Smにわたり太き枯枝多し

23 " 60 18 0.7 6.3 8 E N E L 
8.0 2.0 3 

R E E 
N S F 

0.5 5.5 8 N w T 
6.0 1.0 3 N w F 
0.3 3.7 3 E N w F 
2.5 5.5 4 E N w F 

24 " 26 15 1.0 1.0 6 N w L 

25 " 54 21 0.3 2.7 8 E N S L 

26 " 36 17 8.0 2.0 (3) (皿JI) (N) N F 
7.0 1.0 B A N F 

27 " 14 12 0.3 2.2 7 E N N L 4mよりニ叉
4.0 2.5 ‘、~

E I 
N E F 

6.5 2.0 8 N E F 

28 " 22 15 0.2 7.3 7 N N L 
0.5 2.5 1 。U w L 
3.0 2.0 5 。U w F 

29 " 44 16 0.3 2.7 8 N S F 

30 7.'il似 jap側伽 58 17 8 E A S L 



(329) 

旭 JII D標準地 Dis廿Ict: Asahikawa 
Sample stand: D 

。z
g
S
司申告
h
g
H

凍

裂

木

番

披
Specie日

備 考樹種

Remar同

F一一一'一『一一一一一一一一

1 Abies Mαyr伽 α 38 20 0.3 1.7 3 E N w F 
2 " 36 17 0.3 0.9 2 。U E F 
3 " 36 19 0.3 2.7 3 E N S F 太き枯枝多し

7 3 
722IE 1 V 
N S F 

2.5 1.2 N E F 
4.5 2.5 N E F 

壬 " 10 10 0.2 0.9 7 N S L 
0.9 1.3 8 。U S L 
0.2 0.7 2 。A N F 

B " 48 19 1.1 2.1 4 N w F 極めて新しき凍裂
6 " 20 13 8 2 4 I BI A w F 顔死木
7 " 30 18 0.4 1.6 3 。U w F 凍裂の上方約1mに孔あり
8 " 10 10 0.5 2.0 6 E N E L 

9 " 30 17 0.4 3.1 8 E N N L 
0.7 1.0 1 N w F 

10 " 10 10 0.3 1.7 4 N N L 被医木
1.7 1.3 4 E N N L 

11 " 36 21 0.5 2.5 8 。U S L 
1.6 1.9 10 。U S L 

12 " 32 16 0.5 0.8 4 I N S L 

13 " 40 19 0.5 1.0 2 。U N F 
4.0 2.5 2 E N S F 

14 " 14 10 0.7 3.0 4 E N N L 

15 " 46 20 2.0 1.7 5 N S F 

16 " 10 11 3.0 1.0 3 。U N L 
17 " 16 22 0.1 1.0 3 。U E F 
18 " 22 15 8.0 1.5 4 E (A) E L ニ叉木

19 " 40 16 7.0 2.0 6 E (N) N F 

20 " 18 14 1.1 0.9 !凶， 
E I 
N E L 

0.4 1.6 3 N N F 

21 " 52 20 6.0 1.0 2 
E E 
N w F 7m以上ニ叉

6.0 1.0 2 N E F 

22 " 44 20 0.4 8.6 6 I IV N E F 
23 " 34 18 0.4 0.9 3 。U N F 
24 " ‘2‘2 15 3.5 2.0 10 。U S F 

12 2 (5) (直)(A) E F 14m以上二叉

25 " 10 7 0.5 0.7 3 N w L 
26 " 44 18 0.5 2.0 10 五 N E L 

27 " 28 17 0.8 0.8 7 N E F 

28 " 38 17 ]5 1 (10) (0) (U) N F 
0.5 2.7 b N w F 

29 " 36 17 0.5 1.0 3 。U w F 
2.0 2.0 3 直 F 
3.0 1.5 -“ ， NIW  F 



〈箆掬》

。 胸高 樹 凍 裂 Frost crack 
凍Z

直径 高

裂木J 樹 穏 備 考

iif 
(A) (B) (E) (F) (G) 

器111骨-匂具炉ロ由・4 Species !:.e ~ '~Iheight Remarks 

(m) (m) (巴m)

30 Abies Mαyri，α鈍α 46 20 2.0 2.0 10 ! 1 F 

31 " 34 18 1.3 0.7 NIE L 

32 " 28 15 1.5 1.0 
(62)(0I ) 

NIE F 
10 2 (U)I S F 

33 " 60 18 0.6 2.4 3 E N w F 
2.5 1.2 3 N S F 

34 " 34 14 。‘5 1.5 3 E N E L 
35 " 34 17 0.7 3.0 3 。U w F 
36 " 10 8 0.2 2.8 8 E N E L 

37 " 32 19 0.5 1.5 10 。U E F 
38 " 28 16 2.0 1.5 1 N S F 

39 " 36 17 0.6 1.4 4 I N S L ニ叉木
12 2 

(((443})){((EEE) ) ) 
(A) S L 

12 2 AN) ) w L 
11 ‘2 w L 

40 " 42 20 0.6 0.9 4 N S F 

41 " 28 16 0.5 1.5 3 N S F 

42 " 12 9 0.7 1.3 6 
E E 
N N 
IL jr 10 2 3 N N 

43 " 22 10 0.4 1.6 4 N S L 7mにて折損

44 " 44 22 0.6 2.9 7 I N S L 
1.5 2.0 7 。U N F 

45 " 34 18 1.5 1.5 ~予d E N E F 
0.7 1.0 8 。U E F 
6.0 2.0 3 

E E 
N E F 

0.5 2.0 B N w F 
46 " 16 11 0.7 1.2 6 E N N L 

47 " 14 8 0.4 2.4・ 6 E N S L 
1.0 7.0 6 E A w L 

48 " 18 14 10 1 (6)|{置)(A) w F 柑部折損
49 " 24 16 14 1 (10)' (15) (A) w F 
50 " 64 20 1.0 0.9 1 N N F 

o1 " 14 13 0.5 2.0 2 E N W F 

52 " 36 10 0.8 4.7 3 E A E F 

53 " 28 18 o.o 1.0 2 E N E F 

54 " 34 1o o.o 4.o 7 
E E 
N S L 6m以上二父

5.o O.o 7 N S L 6m以下に太き枯枝多し
5.0 1.0 9 。U E F 

55 " 30 14 1.0 0.5 6 。U S F 
56 " 14 12 8.0 1.5 6 I J[ I(N); W L 

57 " 28 18 10 1 (2) i ( i )! (~; I ~ F 
58 " 32 17 0.7 2.2 6 I N E F 

59 " 36 15 4.0 1.0 。“ E N S F 
60 " 26 16 0.5 2.0 8 E N E 
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極めて新L:ν、凍裂

6m f;:折損の跡あり
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0
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釧路 A標準地 District :区ushiro
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釧路 C標準地

胸高 樹 凍 裂

District : Kushiro 
Sample stand: C 

Frost crack 凍Z。

裂木~ 樹 積 直径高 ----¥----r--

iむ白1詩z5記J旦自ニ(出m1!1 {A剖)I (岡B町}山 (剛E町帆M川川)1(川JF)I例刊F町F)(G) 
披番トえロ

Species 

(cm) I (m) I (m) I (m) I(cm) 

1 Abi話sMαyrianα 38 22 0.3 0.7 N E F 

A‘】l " 42 22 0.0 2.0 
63E I A E F 1.0 1.5 N S F 

3 " 36 23 0.3 0.9 3 i 1 N w F 

4 " 22 0.3 1.3 2 N w F 

5 " 30 23 0.7 L3 2 A E F 

6 " 40 23 1.0 1.0 2 。U N F 
" 28 20 0.2 0.8 3 A S F 

0.0 0.8 2 I A W F 
0.3 0.7 A E F 

8 " 30 22 0.3 5.7 3 I J[ A S F 

9 " 24 0.5 2.5 U E F 

]2 8 I 5 ! 0 U w F 
11 I 34 22 0.3 1.0 2 I 1 N w F 
12 I I 20 ]8 0.2 1.5 3 I 0 U S L 

13 I I 30 20 7.0 1.0 5 I J[ A S L 

14 I I 48 22 0.5 5.5 8 I 0 U S L 

15 I I 30 21 0.2 0.8 A N F' 

16 I ! 30 19 1.2 0.8 U E F 

17 I I 40 22 0.5 2.5 3 I 1 N E L 

]8 I I 60 24 1.5 3.5 4 i 0 U E L 

19 I OuercU8 crisvula' 95 21 0.5 0.5 A N L 

20 n~vy，;'.~，~_， 84 20 0.2 0.5 5 i 0 U w L 

備 考

Remarks 

樹皮裂あり

seamあり
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釧路 D領自農地 District: Kushiro 
Sample stand: D 
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野鶴 A標準地
Dis廿ict: No即 oro
Sample stand: A 
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裂 Frωt crack 

Species 
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備考

Remarks 

1 Abies Mayri仰 α 28 ， 18 3.0 3.0 3 N N F 
6.0 1.0 3 E A w F 
6.0 2.0 3 A E F 

2 40 20 7.0 1.0 7 。U N F 凍裂上部に孔扶部あり
3 54 22 1.2 1.8 3 A E F 

4 52 21 0.5 0.8 3 N S L 

5 22 15 0.5 0.5 5 。U N L 
6 38 17 0.8 1.0 7 。U N F 

0.0 2.0 7 E A S T 

7 22 13 0.5 0.5 1 N N F 

8 18 16 0.0 0.7 5 。U w F 
9 54 ]9 0.2 1.5 4 N w T 
10 30 18 0.6 2.9 2 N w F 

1.3 1.7 5 A E L 

11 20 17 3.0 。U N L 
12 22 16 3.0 3.0 I 6 N E L 

野幌 B標準地 District :Nndop:poB ro 
Sample stand: 

裂 Frost crack 

備 考

Remarks 

iiJjliLlii1: || 1 Abies Mα.yrianα 32 22 0.5 1.5 I 3 I 1 I N I S I F 

2 " 16 10 0.0 1.0 i 3 I 1 I A I S I L I頻死木
3 28 17 0.2 1.4 I 3 I Ir I N ! S I L 

4 28 17 0.3 1.0 3 

5 18 12 6.0 0.6 2 A S L 

6 68 22 7.0 0.7 2 I N S FI上部折損
7 42 23 0.0 1.5 10 。U W L 
8 38 21 9.0 0.8 6 。U w L 
9 54 22 4.0 1.0 5 。U E F 
10 40 21 1.0 2.0 3 N w F 
11 30 21 0.6 ].4 2 N S F 

12 30 20 O.o 1.0 3 。U w L 
13 32 22 0.0 1.0 4 N E L 

14 32 20 6.0 3.5 6 E A E L 
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ヰ| f封 凍 裂 Frost crack 

樹 種
直径 高

備 考

木

22ロ| Specics |間宮司冒_._.1 Rem紅 ks

，--~~~_IJ叫 1 (凶 l|tM a唾oL 担}ー且型目
15iAb伽陶r…32120 16 711 L 

16 I " I 48 I 20 I 6.0 I 2.0 I 3 I 0 UIN F 
0.0 3.0 3 I AiN F 
10 1 5 。U E F 
0.0 2.0 4 I A S F 

17 44 21 0.7 2.3 4 。U S L'F 
18 70 22 0.5 2.0 7 N S T 

19 20 11 0.0 0.5 2 I N B F 

20 64 23 1.0 6.5 5 。U S L 
21 Ulmu8 lαc伽也陶 28 14 3 。U N L 
22 
Fraxinu8 

38 20 0.5 ! 2.5 15 I N S L 
明 andshur化α


